
煩
悩
に

つ
い
て

(
佐

藤
)

煩

悩

に

つ

い

て
-

原
始
仏
教
を
中
心
と
し
て
-佐

藤

義

博

一

『
ウ
ダ

ー

ナ
』

三

・
十

(
U
D
.
 
3
2
)

に
、

ウ

ル
ヴ

ェ
ー

ラ

ー

の

ネ

ー

ラ

ン
ジ

ャ
ラ

ー
河

岸

の
菩

提

樹

の
下

で
、

釈

尊

が

初

め

て
悟

り

を

ひ

ら

い

い
た

時
、

仏

眼

で
世

間

を
見

渡

し
、

そ

の
時

の
様

子

が
次

の
よ

う

に

述

べ
ら

れ

て

い

る
。

「
実
に
、

世
尊

は
仏
眼

で
世
間
を
見
渡

す
と
、
衆
性

が
貧
欲

に
よ

っ
て
も
生

じ

(
r
a
g
a
j
a
)
、

瞑
悉

に
よ

っ
て
も
生
じ

(
d
o
s
a
j
a
)
、

愚
擬

に
よ

っ
て

も

生

じ
る

(
mo
h
a
j
a
)
多
く

の
苦
悩

に
よ

っ
て
悩
ま
さ
れ
、
多

く
の
熱

悩
に
よ

っ

て
焼
か

れ
て
い
る
、

の
を
見
た
。
」

さ

ら

に
ま

た
、

『
相

応

部

』

二

二

・
百

(
S
N
.
 
I
I
I
.
 
1
5
1
)

で

は
、

次

の

よ
う

に
言

う
。

「
比
丘
た
ち
よ
、

常

に
自

ら
の
心
を
観
察
す

べ
き
で
あ
る
、

す
な

わ
ち
、

こ

の
心
は
長

い
間
貧
欲

(
r
a
g
a
)
に
よ

っ
て
、
瞑
悉

(
d
o
s
a
)
に
よ

っ
て
、
愚

擬

(
m
o
h
a
)
に
よ

っ
て
汚

さ
れ
て
い
る
と
。
比
丘
た
ち
よ
、

心
が
汚

れ

て
い

る
か
ら
、
衆
生
は
汚

れ
る
、

心
が
浄

ま
る
か
ら
、

衆
生

は
浄

ま
る
。
」

周

知

の

よ
う

に
、

こ

こ
に
説

か

れ

て

い

る
貧

欲

(
r
a
g
a
)

・
瞑

圭
心
(
d
o
s
a
)

・

愚

擬

(
m
o
h
a
)
は
、

三

火
、

三

毒

と
も

呼

ば

れ
、

最

も
根

本

的

な

煩

悩

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
原
始
経
典
で
は
、
r
a
g
a
 
d
o
s
a
 
m
o
h
a

と

一
括
さ
れ
て
、
そ
の
否
定
形
を
含
め
、
頻
繁

に
あ
ら
わ
れ
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
よ
う
に
法
数
化

さ
れ
た
r
a
g
a
 
d
o
s
a
 
m
o
h
a

に

っ
い

て
、
そ
の
用
例
を
整
理
し
つ
つ
、
若
干
の
考
察

を
加
え
た
い
。

二

ま
ず
、
貧
欲

・
瞑
悪

・
愚
擬
が

一
括
さ
れ
て
ど
う
呼
ば
れ
て
い

る
か
検
討
す
る
。
初
め
に
、
前
述
の
三
火

(
t
a
y
o
 
a
g
g
i
)

と
呼
ば
れ
て

い
る
例
に
つ
い
て
、
『
長
部
』
…第
三
三
、
等
・諦
経

(U
Z
.
 
I
I
I
.
 
2
1
7
)

に
、

次
の
よ
う
に
示
め
さ
れ
て
い
る
。

「三
火
あ
り
、
す
な
わ
ち
貧
火

(
r
a
g
a
g
g
i
)

と
瞑
火

(
d
o
s
a
g
g
i
)

と
擬
火

(
mo
h
a
g
g
i
)

と
で
あ
る
。」

さ
ら
に
、
『
相
応
部
』
三
五

・
二

一
(
S
N
.
 
I
V
.
 
1
9
-
2
0
)

お
よ

び

『
律

(1
)

蔵

』

大

品

一

・
二

一

(
Vi
n
.
 
I
.
 
3
4
)

で

は
、

「
比
丘

た
ち
よ
、

一
切

は
燃

え
て

い
る

(
a
d
i
t
t
a
)
。

比
丘

た
ち

よ
、

一
切
が

燃
え
て
い
る
と
は
、
ど

う
い
う

こ
と
か
。

比
丘
た
ち
よ
、

眼

(
c
a
k
k
h
u
)

は

燃
え
て
い
る
。
色

(
r
u
p
a
)
は
燃
え

て
い
る
。

眼
識

(
c
a
k
h
u
v
i
n
n
a
n
a
)

は
燃
え
て

い
る
。

眼

の
接
触

(
c
a
k
k
h
u
s
a
m
p
h
a
s
s
a
)

は
燃

え
て
い
る
。

ま
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た
、
お
よ

そ
こ
の
眼

の
接
触
を
縁
と

し
生
ず
る
楽

・
苦

・
不
苦
不
楽

の
受
も

燃
え

て
い
る
。

何

に
よ

っ
て
燃
え

て
い
る
の
か
。
・貧
火

(
r
a
g
a
g
g
i
)

・
瞑
火

(
d
o
s
a
g
g
i
)

・
凝
火

(
m
o
h
a
g
g
i
)

に
よ

っ
て
燃
え
て

い
る
、

あ
る

い
は
生

・

老

・
死

・
愁

・
悲

・
苦

・
憂

・
悩

に
よ

っ
て
燃
え
て

い
る
、

と
私
は
説
く
。

以
下
、

耳

・
鼻

・
舌

・
身

・
意

は
右

に
準
ず
る
。
」

ま

た
、

『
増

支

部

』

七

・
四

四

(
A
N
.
 
I
V
.
 
4
4
)

で

は
、

「
バ
ラ
モ
ン
よ
、

こ
れ
ら
三
火
を
捨

て
、
避
け
、

親
し
ん
で
は
な
ら
な

い
。

三

と
は
何
か
。

貧
火

(
r
a
g
a
g
g
i
)

と
瞑
火

(
d
o
s
a
g
g
i
)

と
擬

火

(
m
o
h
a
g
g
i
)

と
で
あ
る
。

何
故

に
、
貧

火
を
捨

て
、
避
け
、

親

し
ん

で
は

な

ら

な

い

の

か
。

バ
ラ
モ
ン
よ
、

貧
欲

に
染

ま
り
、

打
勝
た
れ
、

心
を
捉
え
ら
れ

た
も

の

は
、

身
に
よ

っ
て
悪
行
を
為

し
、
語

に
よ

っ
て
悪
行
を
為
し
、

意

に
よ

っ
て

悪
行
を
為
す
。

彼
は
身

に
よ

っ
て
悪
行

を

為

し
、

語

に

よ

っ
て
悪
行

を

為

し
、
意
に
よ

っ
て
悪
行
を
為

し
て
、
身
滅
ん
で
、
死
ん
だ
後
、
悪
処

・
悪
趣

・

地
獄
に
生
ま
れ
る
。

そ
れ
故

に
、
食
火
を
捨

て
、
避

け
、

親

し
ん

で
は
な
ら

な

い
。
以
下
、

瞑
火

・
擬
火

は
右
に
準
ず
る
。
」

次

に
、

『
如

是

語

経

』

(
I
t
.
 
9
2
-
3
)

で
は
、

韻

文

で
、

「貧

火
は
欲
望

に
染
み

(
r
a
t
t
a
)
、

夢
中
に
な

っ
て

い
る

(
m
u
c
c
h
i
t
a
)

人

を
焼

き

(
d
a
h
a
t
i
)
、

瞑

火
は
憎
悪

を
懐

き

(
v
y
p
a
n
n
a
)
、

殺
生
す

る
人
を

焼

き
、
擬

火
は
愚

昧
に

し
て

(
s
a
m
m
u
l
h
a
)
、

聖
者

の

法

を

知

ら

な

い
人

を
焼
く
。

一
方
、

日
夜
正
等
覚
者
の
教

え
に
専
心
し
、
常

に
不
浄
を
想
う
者

(
a
s
u
b
h
a
s
a
n
n
i
n
)

は
貧

火
を
消
し
(
n
i
b
b
a
p
e
t
i
)
、

勝

れ
た
者

は
慈

(
m
e
t
t
a
)
、

に
よ

っ
て
瞑
火
を
消

し
、
智

慧

(
p
a
n
n
a
)

に
よ

っ
て
擬
火
を
消
す
。
」

以

上

が

三

火

と

呼

ば

れ

る
用

例

で
、

意

外

に
少

な

い
が
、

燃

盛

る
火

を
貧
火

・
瞑
火

・
擬
火
と
巧
に
響
え
て
い
る
。
し
か
し
、
韻
文
に
は
、

食
欲
の
み
を
火
に
讐
え
て
い
る
例
が
あ

る
。

た
と
え
ば
、
『
法
句
経
』

二
〇
二
偶
で
は
、
「
食
欲
に
ひ
と
し

い

(
r
a
g
a
s
a
m
a
)

火

(
a
g
g
i
)

は
存

在
し
な
い
。
瞑
志
に
ひ
と
し
い

(
d
o
s
a
s
a
m
a
)

不
運

(k
a
l
i
)
は
存
在
し

な
い
。」
ま
た
同
じ
く
二
五

一
偶
で
は
、
「食
欲
に
ひ
と
し
い
火
は
存
在

(2
)

し
な
い
。
瞑
圭
心
に
ひ
と
し
い
不
運

(
g
a
h
a
)
は
存
在

し
な

い
。
愚
凝
に

ひ
と
し
い

(
m
o
h
a
s
a
m
a
)

網

(
j
a
l
a
)

は
存
在
し
な
い
。
渇
愛
に
ひ
と
し

(
3
)

い

(
t
a
n
h
a
s
a
m
a
)

河

(
n
a
d
i
)

は
存
在
し
な
い
」
な
ど
の
例

が
見
出
さ

れ
る
。
数
少
な
い
例
と
は
言
え
、

こ
れ
は
本
来
貧
欲
を
火
に
響
え
て
い

た
の
が
、
食
欲

・
瞑
悉

・
愚
擬
が

一
つ
の
ま

と
ま

っ
た
概
念
と
し
て
定

着
す
る
に

つ
れ
て
、
後
に

一
括
し
て
三
火
と
称
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
三
毒
と
呼
ば
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
呼
称

は
原
始
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
他
、
原
始
経
典
で
は
、
食
欲

・
瞑
志

・
愚
擬
を
様

々
に
呼
ん
で

い
る
が
、
機
械
的
に
羅
列
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
そ
の
用
例
と

出
典
を
以
下
に
掲
げ
る
。

k
i
n
c
a
n
a
(所
有
)
D
N
.
 
I
I
I
.
 
2
1
7
.
 
M
N
.
 
I
.
 
2
9
8
.

p
a
m
a
n
a
k
a
r
a
n
a

(量
因
)
 
M
Z
.
 
I
.
 
2
9
8
.
 
2
9
7

n
i
mi
t
t
a
k
a
r
a
n
a
 

(相
因
)

M
N
.
 
I
.
 
2
9
8
,
 
S
N
.
 
2
9
7

k
hi
l
a(碍
)
S
N
 
V
.
 
5
7
.

n
i
g
h
a
(悩
乱
)
S
N
.
 
2
9
2
 
V
.
 
5
7
.

煩

悩
に

つ
い
て

(
佐

藤
)
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煩
悩
に
つ
い
て

(佐

藤
)

m
a
l
a(垢
)
S
N
.
 
V
.
 
5
7

b
a
n
d
h
a
n
a

(縛
)
S
N
.
 
I
V
.
 
2
9
2

a
d
i
n
a
v
a

(過
患
)
A
N
.
 
I
.
 
2
1
6

以
上
が
、
食
欲

・
瞑
悉

・
愚
を

一
括
し
て
、
異
称

を
与
え

て
い
る

用
例
で
あ
る
。
た
だ
ど
の
術
語
も
、
使
用
頻
度
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

こ
れ
と
類
似
し
た
概
念
で
あ
る
三
不
善
根

(
a
k
u
s
a
l
a
m
u
l
a
)

と
呼
ば

れ

る
l
o
b
h
a
 
d
o
s
a
 
m
o
h
a

の
系
列
も
、
原
始
経
典
で
は
、
わ
ず
か
四

(
4
)

(
5
)

経
典
に
五
ヶ
所
、
単
に
不
善
と
す
る
例
を
含
め
て
も
六
ヶ
所
ほ
ど
あ
ら

(
6
)

(
7
)

(
8
)

わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
三
結
、

五
下
分
結
、
五
蓋
な
ど
の
用
例

と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
差
異
は
明
瞭
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
前
掲

の
よ
う

に
様
々
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
故
に
、

一
っ
の
名
称
で
統

一
す
る

こ
と
が
無
理
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く

と
も
原
始
経
典
で
は
、
三
火
、
三
毒
等
の
呼
称
は

一
般
化
し
て
い
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。

三

さ
て
、
貧
欲

・
瞑
志

・
愚
擬
が
わ
れ
わ
れ
衆
生
に
と
っ
て
否
定

さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
を
い
か
に
滅
す
べ

き
か
、

が
問
題
と
な
ろ
う
。

つ
ま
り
修
道
論
の
問
題
で
あ
る
が
、
紙
数

の
都
合
で
以
下
に
そ
の
用
例
と
出
典
を
掲
げ
る
。

八
正
道

(正
見

・
正
思
惟

・
正
語

・
正
業
・
正
命
・
正
精
進
.
正
念
.
正

定
)
と
す
る
も
の
S
N
.
 
V
.
 
5
-
6
,
 
3
1
-
2
,
 
3
4
-
5
,
 
3
7
-
8
,
 
4
0
,
 
4
2

5
4
,
 
5
8
.

五
根

(信
根

・
精
進
根

・
念
根

・
定
根

・
慧
根
)

と
す

る

も

の
S
N
.
 
V
.

2
1
4
-
3
,
 
A
N
.
 
I
I
.
 
1
4
9
-
5
0
.

三
学

(
増
上
戒
学

・
増

上
心
学

・
増

上
慧

学
)

と

す

る

も

の
A
N
.
 
I
.

2
3
0
-
1
.

以
上
、
修
道
の
面
か
ら
、
食
欲

・
瞑
悉

・
愚
擬
を
い
か
に
滅
す
る
か
、

に

つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
経
典
は
、
比
較
的
限

ら
れ
て
お
り
、
し
か
も

貧
欲

・
瞑
志

・
愚
擬
の
滅
尽
が
主
題
と
い
う

よ
り
、
八
正
道

・
五
根

・

三
学
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
貧

欲

・
瞑
志

・
愚
擬
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
と
ら
え
て
、
『増
支
部
』
六

・
三
〇
七

(
A
N
,
 
I
I
I
.

よ

に
、
「
食
欲
の
捨
断
の
た
め
に
、
不
浄
想

(
a
s
u
b
h
a
s
a
n
n
a
)

を
、
瞑

志
の
捨
断

の
た
め
に
、
慈

(
m
e
t
t
a
)

を
、
愚

凝
の
捨
断
の
た
め
に
、
智

(
10
)

慧

(
p
a
n
n
a
)

を
修
習
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
当

を
得
た
修
道

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
原

始
経
典
に
は
、

こ
れ
ら
を

い
か
に
滅
す
る
か
、
を
説
く
よ
り
も
、
単
に
捨
断
す
る
こ
と
、
あ
る
い

(
11
)

は
離

れ

て

い
る

こ
と

を
説

く

ほ

う

が
、

よ

り

一
般

的

で
あ

る
。

四

次

に
、

食

欲

・
瞑

圭
心
・
愚

凝

が
滅

し

た
状

態

に

つ
い

て
、

検

討

す

る
。

ま

ず
、

そ

の
用

例

と
出

典

を
掲

げ

る
。

n
i
b
b
a
n
a
(浬
架
)
S
N
.
 
I
V
.
 
2
5
1
,
 
2
6
1
,
 
V
.
 
8
 

(
c
f
.
 
T
H
a
g
.

=
A
N
.
 
I
I
I
.
 
3
4
7
)

a
r
a
h
a
t
t
a

(
阿
羅
漢
果
)
S
N
.
 
I
V
.
 
2
5
2
.

a
s
a
n
k
h
a
t
a

(
無
為
)
S
N
,
 
I
V
.
 
3
5
9
,
 
3
6
0
 
3
6
0
 
3
6
2
.

a
m
a
t
a(
不
死
)
S
N
.
 
V
.
 
8

b
r
a
h
m
a
c
a
r
i
y
a
p
a
r
i
y
o
s
a
n
a

(
梵
行

の
究
極
)
S
N
.
 
V
.
 
1
6
-
7
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b
r
a
h
m
a
c
a
r
i
y
a
t
t
h
a

(梵
行
義
)
S
N
.
 
V
.
 
2
7
.

b
r
a
h
m
a
n
n
a
t
t
h
a

(婆
羅
門
義
)
S
N
.
 
V
.
 
2
6
.

S
a
m
a
n
n
a
t
t
a
h
a

(沙
門
義
)
S
N
.
 
V
.
 
2
6
.
 

(
c
f
.
 
D
h
p
.
 
2
0
)

p
a
r
i
n
n
a

(遍
知
)
S
N
.
 
I
I
I
.
 
2
6
,
 
1
6
0
,
 
1
9
1

u
p
a
s
a
m
(寂
静
)

M
N
 
I
I
I
 
2
4
6

以
上
、
十
例
ほ
ど
見
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ほ
ぼ
理
想

の
境
地
と
み

な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
お
い
て
も
、
修
道

に
つ
い
て

述
べ
た
こ
と
が
、
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
前
掲
の

『
如

是
語
経
』

の
よ
う
に
、
本
来

「消
す
」
を
意
味
す

る
n
i
b
b
a
n
a
が
食

欲

・
瞑
圭
心
・
愚
擬
の
滅
尽
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
当
を
得
た
表
現
と

言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
「如
来

・
応
供

・
正
等
覚
者
は
、
す

で
に
食
欲
を
離

れ

(
v
i
t
a
r
a
g
a
)
、

瞑
惑
を
離
れ

(
v
i
t
a
d
o
s
a
)
、

愚
凝
を
離
れ
て
い
る

(
v
i
t
a
-

m
o
h
a
(

12
))
L

と

い

い

ま

た

「
漏

尽

の

比

丘

に

は

、

貧

欲

・
瞑

悉

・
愚

擬

が
滅

せ
ら

れ

(
n
i
r
u
d
d
h
a

)
、

静

ま

り

(
v
u
p
a
s
a
n
t
a

)
、

止

息

し

て

い

る

(13
)

(p
a
t
i
p
p
a
s
s
a
d
d
h
a

)
」

と

い
う

。

あ

る

い

は
ま

た

、

そ
う

し
た

者

を

「
法

(
14
)

(
15
)

を

語

る
者

(
d
h
a
m
m
a
v
a
d
i
n

)
」

と

も

、

「
善

き

人

(
s
a
n
t
a

)
」

と

も

い

わ

れ

る
。

し

か

し
、

四

沙

門

果

の

一
つ
で
あ

る

一
来

果

に

お

い

て

は

「
食

(16
)

欲

・
瞑

悉

・
愚

擬

を
稀

薄

に
す

る

(
r
a
g
a
d
o
s
a
m
o
h
a
n
a
m
 
t
a
n
n
u
t
t
a

)
」

だ

け

で

、
滅

尽

に

ま

で
至

ら

な

い

の

で
あ

る
。

五

以
上

、

貧

欲

・
瞑

悉

・
愚

擬

に

つ
い

て
様

々
に
説

か

れ

て

い
る

が
、

こ
れ

を
要

約

す

る

と

、

少

な

く

と
も

、

貧

欲

・
瞑

悪

・
愚

擬

が
根

本

煩

悩

と

し

て
重

要

視

さ

れ

つ

つ
も

、

こ
れ

ら

を

三
火

・
三

毒

等

と
呼

ぶ

こ

と
は

、

原

始

仏
教

で

は

、

一
般

化

さ

れ

な

か

っ
た

よ
う

で

あ

る
。

ま

た

、

こ
れ

ら

を

い
か

に

し

て
滅

す

る

か
、

と

い

う
問

題

よ
り

も
、

単

.

に
滅

す

る

こ
と
が

強

調

さ

れ

て

い

る
。

本

稿

で

は
、

食

欲

・
瞑

悉

・
愚

凝

を

一
括

し

て
、
r
a
g
a

・
d
o
s
a

m
o
h
a
と
す

る
も

の
を

中

心

に
検

討

し

た
。

そ

の
他

、

貧

欲

・
瞑

憲

・

愚

擬

に

は
、

若

干
言

及

し
た

三

不

善

根

と

呼

ば

れ

る
l
o
b
h
a
 
d
o
s
a

(
17
)

m
o
h
a
と
、

本

稿

で
は

と

り

あ

げ

な

か

っ
た

が
、
r
a
g
a
 
d
o
s
a
 
a
v
i
j
j
a

の
系

列

も

存

在

す

る
。

た

だ
後

者

の
系

列

は

韻

文

に

お

い
て

の
み

あ

ら

れ

る

の

で
、

韻
律

と

の
関

係

を
考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で
あ

ろ

う

1
 
但

し
、
t
ay
o
 
a
g
g
i
と
い
う
術
語

は
な
い
。

2
 
中
村

元
訳

『
真
理

の
こ
と
ば

・
感
興

の
こ
と
ば
』
(
岩
波
文
庫
)
の
解
釈

に
依

る
。

v
y
a
p
a
d
aが
加

わ

る
)
、
D
Z
.
 
I
.
 
1
5
6
.
 
I
I
.
 
9

2
,
 
2
0
0
,
 
I
I
I
,
 
1
0
7
.

煩

悩
に

つ
い
て

(
佐

藤
)

-307-



煩

悩
に

つ
い
て
 
(
佐

藤
)

9
 
c
h
.
 
A
N
.
 
V
.
 
2
3
8

で
は
、

八
正
道

に
正
智

・
正
解
脱

を
加
え

て
十
法

と

あ

る
。

1
0
 
A
N
.
 
I
.
 
1
9
9
-
2
0
1
.
 

こ
で
は
p
a
n
n
aの
代
り

に
a
y
o
n
i
s
o
 
m
a
m
a
s
i
-

k
a
r
aと
あ

る
。

ま
た
前
掲

の

『
如
是
語
経
』
参
照
。

(駒
沢
大
学
北
海
道
教
養
部
講
師
)
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